
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

札幌市立幌東中学校 

学校だより   No.3 

令和8年 ７月 24日 

学校目標『豊かな心をもち、 心身ともに健やかな、意欲ある生徒の育成』 

 

学校では、１年間を通じて「命を大切にする指導」を行っていますが、夏季休業が終了する８月後半から９月

は、子どもが悩みや不安を抱えることが多くなると言われています。札幌市では「子どもの命の大切さを見つめ

直す月間」として設定し、「命を大切にする指導」の充実に努めます。本校でも生徒に寄り添った指導、相談で

きる環境の整備、生徒理解についての研修などを行い、生徒が安心・安全に過ごすことができる学校づくりを進

めます。ご家庭でも、子どもの健やかな成長に協力いただければと思います。また、学校以外の相談先として、 

・「２４時間子供SOSダイヤル」（０１２０－０－７８３１０） 

・「いじめ電話相談」（０１２０－１２７－８３０） 

・「子どもアシストセンター」（０１２０－６６－３７８３） 

などがありますのでお知らせします。                     幌東中学校 生徒支援部 

校長 島田 貴弘 
本日で、1学期が終了します。 
明日からの夏休み、皆さんはどのように過ごそうと計画していますか。日頃、部活動や日々の学習に追われ、自

分の時間がなかなか取れなかった人もいるかもしれません。せっかくの長期のお休みです。趣味を楽しむ時間、ス
ポーツに汗を流す時間、そしてじっくり学習に力を入れる時間など、「自分のための時間」を大切に過ごしてほし
いと思います。皆さんの夏休みが有意義なものとなるよう、心から願っています。 
さて、皆さん、この一学期はどのようなことを頑張りましたか。ぜひ、これまでの自分自身を振り返ってみてく

ださい。 
4月の始業式で、私は皆さんに「一人一人を大切にする」ということについてお話をしました。「大切にする」

というのは、無理に周りに合わせるということではありません。自分の考えや個性を大切にし、その人がその人ら
しくいられること、そして、自分と違う考えを持つお互いを尊重し合うことです。 
この 1学期、クラスや学年の中で、お互いを尊重し合い、自分らしく過ごすことはできたでしょうか。また、悩

みや困ったことがあったとき、一人で抱え込まずに先生や友達、家族に相談することはできたでしょうか。できた
人はぜひそれを続けてください。もし、少し難しかったと感じた人は、2学期に向けてまた一歩ずつ取り組んでい
きましょう。 
1年生の皆さん。 
中学校生活にはもう慣れたと思いますが、初めのころは、小学校との違いに戸惑うこともあったと思います。2

学期以降も、周りの友だちに思いやりの心を持ち、お互いを気遣いながら温かい関係を作っていける、そんな学年
を今以上に目指してほしいと思います。その優しさを大切に、仲間との絆を深めていってください。 
2年生の皆さん。 
先輩という立場になり、3年生をしっかりとサポートしながら、学校の中核としてよく頑張ってくれました。日々

の生活や部活動での頼もしい姿に、大きな成長を感じています。夏休みにしっかりと力を蓄え、2学期以降も学校
を力強く支える存在として、さらに活躍してくれることを期待しています。 
3年生の皆さん。 
最高学年として、行事や日々の生活で素晴らしいお手本を示してくれました。皆さんの成長した姿は、後輩たち

の大きな目標となっています。この夏休みは、進路実現に向けた勝負の夏でもあります。焦らず、自分のペースで
着実に努力を重ねてください。応援しています。 
いよいよ明日から、30日間の夏休みが始まります。 
自転車の安全利用や水難事故防止に努め、自他の命を大切にしてください。健康と安全には十分配慮し、実りあ

る夏休みにしましょう。8月 24日の 2学期始業式に、一回りたくましくなった皆さんと、全員笑顔で元気に再会
できることを楽しみにしています。 
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https://www16.sapporo-c.ed.jp/koto-j/ 


